
 
                   

       

               

 

「あいさつ  Jump  Up月間」を終えて 
副校長 關口 智子  

  ときどき、開きたくなる本があります。詩人・茨木のり子の詩集です。そこから湧き出てくる「ことば」を読むた

び自分の未熟さを感じ、背筋が伸びる感覚になります。状況によってはストレートパンチのように心に響く詩もある

のでつらくなることもあるのですが、ときどき必要になって開くのです。そこに、こんな詩がありますので途中まで

ご紹介します。 
 
  「大人になるというのは／すれっからしになるということだと／思い込んでいた少女の頃／立居振舞の美しい／発

音の正確な／素敵な女のひとと会いました／そのひとは私の背伸びを見すかしたように／なにげない話に言いました

／初々しさが大切なの／人に対しても世の中に対しても／人を人とも思わなくなったとき／堕落が始まるのね 堕ち

てゆくのを／隠そうとしても 隠せなかった人を何人も見ました／私はどきんとし／そして深く悟りました／大人に

なってもどぎまぎしたっていいんだな／ぎこちない挨拶 醜く赤くなる／失語症 なめらかでない仕草／子供の悪態

にさえ傷ついてしまう／頼りない生牡蠣のような感受性／…」（「汲む」より） 
 
  「あいさつ Jump up月間」が終わりました。上手に言えるようになったことがうれしい“Good morning”や、何

か不機嫌そうな顔で絞り出すような「おはようございます」、少しはにかんだような「いただきます」、この人、誰だ

ったかな……？ 思い出せないけどとりあえず「こんにちは」、友達と一緒に元気な「さようなら」など、学校には様々

な挨拶があふれました。 

相手の顔をしっかり見て挨拶をすることは、容易に思えて、実は難しいのだと思います。朝、子どもたちは様々な

様子で登校して来ます。そのまだ幼い瞳には自分の事情や感情、体調などが浮かんでおり、誰もが常時、笑顔と溌溂

とした声を張って挨拶ができるわけではありません。時には言い間違えたり、わざと知らん顔したりもします。しか

し、それは大人も同じです。高山小の子どもたちに挨拶月間から学んでほしかったことは、挨拶を習慣づけることだ

けでなく、人と人とがつながりをもつことの大切さと、続けることの心のもちようです。人と人が出会い心を込めた

「ことば」を交わすことは、相手に敬意を払うことであるとともに、他の誰かや自分の心、状況を明るくしてくれる

ものだと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ １１ 月 の め あ て ～ 

生活 けじめのある生活をしよう   

  安全 清掃中の安全について考えよう 

保健 かぜにまけない体をつくろう 
 

＜１１月～１２月はじめの行事予定 ＞ ※変更になる場合があります。 

 

 
１１月 １日（月）自然教室２日目（６年）  

歯磨き指導（３年） 
    ２日（火）自然教室３日目（６年）  
   ３日（水）文化の日【祝日】 
   ４日（木）委員会活動 
   ５日（金）就学時健康診断 

    ８日（月）放送朝会 遠足（３年） 
    ９日（火）ＡＬＴ集中配置日（６年）  

遠足（４年） 
   １０日（水）児童の学力向上のための調査（６年） 

   １１日（木）２年生木曜６時間授業（始） 
   １２日（金）児童の学力向上のための調査（５年） 
   １５日（月）たてわり集会 
   １７日（水）避難訓練 
   ２２日（月）放送朝会 
   ２３日（火）勤労感謝の日【祝日】 
   ２４日（水）展覧会 １日目 
   ２５日（木）展覧会 ２日目（全学年４時間授業） 
   ２６日（金）展覧会 ３日目（全学年４時間授業） 
   ２７日（土）展覧会 ４日目 給食あり 
   ２９日（月）振替休業日 
   ３０日（火）児童の学力向上のための調査（４年） 

          
 

 

見つけよう わたしだけの 色 形 ～かがやけこせい せかいに一つの展覧会～ 

                             展覧会実行委員長 主任教諭 萩嶺 敬治  

 「こうしたら、もっとおもしろい形にできそうだな。」「ここはこの色でぬったらとてもきれいになるはず！」自分の作
品をじっと見つめて考える子どもたち。真剣な表情から、このような心の声が聞こえてきそうです。 

 １１月２４日（水）から、２７日（土）まで、展覧会を開催いたします。その期間、高山小学校の体育館は、子どもたち

が見つけた自分だけの色・形、その輝く個性が集まった、「世界に一つだけの展覧会場」となります。作品づくりを通して

味わってきた「つくり出す喜び」と、友達の作品を見て「よさや美しさを感じとる心」が作品を通してあふれだす、すてき

な空間にしたいと考えています。ぜひ、保護者の皆様にも、会場でたくさんの作品をご覧いただければ幸いです。 

なお、緊急事態宣言は解除されましたが、学級ごとに保護者の鑑賞日、鑑賞時間を割り当てるなど、感染症拡大防止対策

は継続しての開催となります。詳細は別紙「展覧会のお知らせ」をご覧ください。ご理解、ご協力のほど、どうぞよろしく

お願いいたします。 

１２月 １日（水）保護者会（１・２年） 

ＴＧＧ英語体験学習 
（５年） 

   ２日（木）委員会活動 

   ３日（金）保護者会（５・６年） 

        ＡＬＴ集中配置日 

（４年） 

避難訓練 

６日（月）放送朝会 

保護者会 

（３・４年・わか竹学級） 

令和３年度 展覧会にむけて 

学校だより１１月号 

 

 

小 さ な 窓 

 

令和３年１１月 １日（月） 

三  鷹  の  森  学  園  

三 鷹 市 立 高 山 小 学 校 

校  長   吉 村 達 之 

 

  

～ 学校からのお知らせとお願い ～ 
① 学校徴収金（給食費）の口座振替（引き落とし）日について 

今月は、学校徴収金（給食費４回目）のゆうちょ口座からの振替（引き落とし）があります。1１月1１日（木）

が口座振替日です。金額につきましては、別途配布のお知らせをご確認のうえ、必ず前日の1１月1０日（水）までにご入

金をお願いいたします。１件でも未納金が発生しますと、納入業者への支払いが滞り、学校全体の食材の購入に支障をきた

します。口座振替による円滑な納入につきまして、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

② 不織布マスクの着用の推進についてのお願い 

 前号でもお伝えしましたが、三鷹市の感染症対策アドバイザーに就かれた 水野 泰孝 氏 から、いわゆるウレタンマス

クや布マスクは、感染予防の観点からは効果が大幅に下がることが指摘されました。現在は、不織布マスクは比較的購入し

やすい状況となっており、児童・保護者の皆様も、学校に来る際は、ぜひ不織布マスク（もしくは同等の性能をもつマスク）

を着用していただきますよう、引き続きお願いいたします。今後、不織布マスクの全員着用を条件に、公共交通機関を利用

した校外学習や、音楽の歌唱指導、息で吹く楽器類（リコーダー等）の使用などが可能となることも考えられますので、準

備をよろしくお願いいたします。 

③ お子様の安全のため、登校時間、登下校ルートをお守りください。 

部活動や委員会活動、学校行事などがある場合を除いて、通常の授業日の児童の登校時間は、午前８：１０～８：２０と

なっています。これより早い時間帯は、教職員も全員出勤しておらず、何か起こった場合などの安全管理体制、即応体制が

整っていません。かなり早い時刻に、保護者の方の出勤時刻に合わせて登校したり、教室一番乗りを目指して登校したりす

る例があります。また、届け出た登下校ルートではなく、異なるルートで毎日登下校している例も見受けられます。お子様

の安全のため、今一度、登校時刻とルートをご確認いただき、少なくとも、校門が全開となる、午前８：０５より前に学校

に着くことがないよう、異なるルートで登下校していないかも含め、ご家庭での確認をどうぞよろしくお願いいたします。

（異なるルートでの登下校は、万一のときに保険の適用外となる場合があります。） 

家庭数配布 


